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目指す児童像 「流れる水の働きと土地の変化」において

追究する問題を自分の言葉で表現する児童

児童を実際の川に連れ
ていくことが難しい。

教師の悩み

河川への興味・関心が
低い児童や、知識の定着
が不十分な児童がいる。

児童の実態

比較する事象提示などを基に、
児童が自ら問題を見いだすなど、
問題解決の過程を主体的に進め
られるようにしましょう。

学校教育の指針

長期研修員 小山田 健 金井 忠宏研究構想図

自然事象に対する多様な

疑問や驚きをもつ

時間的な変化・空間的な違い
を捉えやすいように編集

ハテナ 動画 約10分

ヒラメキ 動画 各約2分

多様な疑問や驚き

水の勢いの違い 川幅の違い
石の形 石の大きさ

内側と外側の速さ ダムや遊水池…

リバーコンテンツ 県内約100か所 の河川に関わる自然事象を中心に収録

上流・中流・下流 通常の川と
の様子 増水時の川 等

追究する問題

石の形 石の大きさ
上流と下流の違いを比較

違いや変化に意識が集中

多様な疑問や驚きの中から

自ら問題を見いだし

自分の言葉で表現する

本時のねらいに関わる
自然事象を

「比較」しやすいように編集

本時のねらい
知りたい・
明らかにしたい

「流れる水の働きと土地の変化」において
自ら問題を見いだす児童の育成

-単元の導入と追究する過程の導入で提示する
視聴覚教材の作成と活用を通して-

比較



①疑問や驚きを振り返る

②ヒラメキ動画を視聴する
③ペアやグループで意見交換する

④見いだした問題を記述する

⑤問題を発表し、めあてをつくる

ヒラメキ動画のねらい
流域によって川や、川原の石の様子が違うこと
を捉えさせる。

ヒラメキ動画のねらい
川原の石の量が変化した理由と、流れる水の働き

とを関係付けて捉えさせる。

「川と川原のちがい」 の学習 「流れる水のはたらき」の学習

①既有の知識を確認する

②ハテナ動画を視聴する

③疑問や驚きを記述する

④学級で意見を共有する

追究する過程の導入

実践の流れ

提言
本研究で作成した視聴覚教材の活用により、児童が自ら問題を見いだす姿が見られ

ました。この児童自らが見いだした問題を基にして、児童の主体的な問題解決の活動
となるような授業づくりをしていきましょう。

＜課題＞
ヒラメキ動画の中には、比較させたい

自然事象に目を向けにくいものがあり、
ねらいに合致した問題を見いだせなかっ
た児童がいた。

単元の導入

その他、源流から河口
までの様子等を収録

治水施設 利根川の歴史

川原の様子
川が曲がって

いるところの様子

増水前後の川原の比較 海と川の消波ブロックの比較

川が曲がっているところの比較 増水した川の比較

比較

児童の主体的な問題解決の活動

その他の記述

・ 水の量の変化 ・ 増水時のダムの様子

比較

＜成果＞

児童は、本研究で作成した視聴覚教

材の活用により、多様な疑問や驚きを

もち、自ら問題を見いだしていた。


